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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。
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大田原市
　芳村　浩史 様

　「栃木県建設業協会」という団体の存在
も、そういった建設業に携わる協会がこう
いった防災訓練に参加していることや、災
害を発生させないための対応、実際に発生
してしまった段階での復旧等を実施してい
ることは、正直全く知りませんでした。
　今回の防災訓練に栃木県建設業協会那須
支部の皆さんと合同で参加して、訓練に対
する真面目で真摯な姿勢や、組織的で統制
のとれた訓練体制に驚きましたし感心しま
した。
　今後は我々自衛隊や消防といった関連機
関と建設業をはじめとする民間団体が、こ
ういった訓練をとおして、さらなる緊密な
連絡体制を築き、強固な連携を取りながら、
県民・市民の防災に大きく寄与していける
ことを希望します。

陸上自衛隊 第307施設隊
　２等陸曹　大野華代子 様
　２等陸曹　月森　拓也 様

　「栃木県建設業協会」という名前は
知っていました。テレビでは自衛隊や消
防・警察などの方々が映っていますが、
建設業の皆さんが私たちのために訓練を
したり、災害時にいち早く現場に駆けつ
けていることは知りませんでした。とて
も感謝しています。
　今回の訓練を見て、栃木県建設業協会
の皆さんは重機を使いこなし『すごい!!』
と思いました。迅速な対応、また、大雪
の際の道路等除雪作業や安全パトロール
業などをしていると聞きました。
　私たちや次世代の子どもたちのために
これからもよろしくお願いいたします。

　父が工務店をやっていたことから、建設
業とはなじみがありましたので、栃木県建
設業協会が重機を用いて災害の対策や復旧
に尽力してくれていることは知っていまし
たが、そのために泊まり込みで待機してい
たり、またそれらの活動の多くがボラン
ティアでやっていることなど、今回一緒に
訓練に参加して初めて知りました。
　学校などでは定期的に避難訓練などを実
施しているように、訓練の大きさに関係な
く、平時における訓練の重要性を認識して
います。また災害を発生させないための訓
練と同じように、いざ発生してしまってか
らの訓練が大切だと常々思っています。
　栃木県建設業協会では防災訓練への参加
や小学校での総合学習支援活動など、社会
的に意義のある活動を実施されていますの
で、今後ともこれらの活動を通じて、より
多くの社会貢献をしていただきたいと考え
ています。

大田原市消防団
　女性消防団員　丸山美由紀 様
　女性消防団員　平山　陽香 様

栃木県建設業協会はあなたの地域でも訓練を実施中!!

宇都宮支部
『情報伝達訓練』
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『防災訓練』 塩谷支部
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『総合防災訓練』

芳賀支部
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『水防訓練』

烏山支部
『道路河川等管理情報システム伝達訓練』
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栃木県建設業協会の『大型土のう簡易製作機』

大型土のうは、普通の土のうが流されてしまう様な流れの強
い所に土のうを設置する場合などに威力を発揮します。
栃木県建設業協会から大型土のう簡易製作機を、九州北部豪
雨の被災地へ運搬し作成した大型土のうは、被災現場の早期
復旧に貢献しました。

「九州北部豪雨」被災現場での早期復旧に貢献

参加者からの声

大型土のう簡易製作機（クイックホッパー）
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朝倉土木協同組合（福岡県朝倉市）
　　　 代表理事　　平田 立身 様

　機械が届く前は、一日120袋の作成が限界でしたが、大型土のう簡易製作機は、倍以
上の400袋も作成することができ災害復旧に大きく貢献いただきました。

朝倉土木協同組合（福岡県朝倉市）
　　　 理事　　　　柿原 良至 様

　約１トンある大型土のうは、従来の製作機とは大きく異なり、簡単な操作で効率か
つ安全性に優れた大型土のうが作成でき、非常に助かりました。

㈲岡部建設（福岡県朝倉郡筑前町）
　　　 専務取締役　岡部 義彦 様

　現場では、短時間に出来上がる大型土のうを迅速に被災地へ運搬することができ、
作業員一同、早期の応急・復旧活動ができ、とても感謝しています。

【写真】国土交通省 九州地方整備局 ホームページ

【防 災 訓 練】災害などに備えた訓練
【水 防 訓 練】河川の堤防決壊に備えた土のう作成や設置訓練
【情報伝達訓練】道路河川等管理情報システム※を活用した情報共有・被害状況伝達訓練

下都賀支部
『総合防災訓練』

足利支部
『総合防災訓練』

※『道路河川等管理情報システム』は、栃木県建設業協会が開発したもので、災害発生時には、道路、河川等の被災情報を広く迅速に収集し、施設の管理者である栃木県県土整備部等に
　写真や位置情報を報告するもので、平成27年9月の関東・東北豪雨ではシステムに報告された309件の写真・地図・コメントにより迅速な応急復旧活動を行いました。


